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総額８４億円の補正予算等が成立９月１２日から３０日までの日程で広島県議会９月定例会

が開かれました。米国による関税措置や物価高による影響

への対応等にかかる総額８４億円の補正予算案や「広島県

障害者による情報の取得及び利用並びに意思疎通に係る施

策の推進に関する条例」や「広島県手話言語条例」等が上程

されました。ふくち基弘が所属する民主県政会から高田稔議

員（安芸郡）が代表質問、柿本忠則議員（東区）、的場豊議員

（福山市）の２名が一般質問を行い、さらに常任委員会で審

令和７年度９月補正予算の主な内容

〇海外販路拡大や生産性向上に取り組む県内中堅・中小企業への支援・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４億円

〇酒米仕入れ価格高騰に直面する県内酒蔵の経営支援と県産日本酒の消費拡大・・・・・・・・・・・３．６億円

〇埋蔵文化財センター・文書館観音書庫の移転先である旧安芸高校の改修工事・・・・・・・・・・・・・１．１億円

〇公共事業（道路法面等の修繕、河川内の堆積土等除去、砂防施設・港湾施設等の修繕）・・・・・・・２４億円

〇財政調整基金や減債基金へ積立・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４１億円

令和6年度広島県歳入歳出決算の概要

無所属
９月定例県議会の様子

議された結果、可決成立しました。また令和６年度の広島県歳入歳出決算書等が提出され、その認定につい

ては決算特別委員会を設置し閉会中に継続審査することとなりました。

令和６年度の広島県の決算概要は
下記の通りです。

一般会計決算の概要
歳入決算額・・・・・・・１兆１３１０億円
歳出決算額・・・・・・・１兆１１７１億円
翌年度繰越財源・・・・・・・・・９５億円
実質収支額・・・・・・・・・・・・・４４億円

特別会計決算の概要
歳入決算額・・・・・・・・・・５７４１億円
歳出決算額・・・・・・・・・・５５９１億円
翌年度繰越財源・・・・・・・・・・５億円
実質収支額・・・・・・・・・・・１４６億円

一般会計歳入総額 1兆1310億円 歳出総額 1兆1171億円
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常任委員会や特別委員会の活動

知事に審査意見書を提出・記者会見
広島県監査委員として、県庁内の各部局に対する監査を行いまし

た。さらに、県が行った「内部統制評価報告書」や「令和６年度広島県

歳入歳出決算書」等に対する審査意見書を湯崎知事にに提出し、意

見交換を行いました。併せて記者会見を行い、記者に対して審査意

見書の内容を説明しました。

９月１０日に若者減少・少子化対策特別委員会、１１日、２５日に警
察・商工労働委員会が開かれ質疑を行いました。特別委員会では、
平成１７年から令和５年までの２０年間で、婚姻数はピーク時１６，３
６５組から１０，０８３組に減少、出生数はピーク時の２５，５９６人か
ら１６，６８２人に減少しており、婚姻数を増やすことが少子化対策
につながることから、これまでの県の対策を見直すよう求めました。
常任委員会では、来年４月から導入される「自転車に対する反則制
度」について、現状における自転車の指導取り締まり状況、制度の
周知徹底に向けた取り組みを問い質しました。

代表質問 高田稔議員（安芸郡） 

○ 進化するAIへの対応について

（産業・雇用・教育・犯罪抑止等）

○ 米国関税による県内企業への影

響と対応について

○ イノベーション施策の成果

○ 公共事業の遅れと対応について

○ 新病院基本計画の見直し

○ 激甚化する自然災害への対応

○ 公立高校の在り方について

○ 若者転出対策について など

一般質問 的場豊議員（福山市）

○ 「広島県手話言語条例」及び「広

島県障害者情報コミュニケーショ

ン条例」の制定に向けて

○ 農林水産施策について

○ 難病患者と障がい者の「親なき

後問題」の支援策について

○ 「帯状疱疹」への対応について

○ 「広島県人権尊重の社会づくり条

例」の制定について

○ 核兵器廃絶・恒久平和 など

９月定例会における主な質問項目

警察・商工労働委員会で県内調査

９月４日、５日の日程で、警察・商

工労働委員会の県内調査を行い

ました。三原市の三菱重工業(株)

三原製作所・高砂香料西日本工場

(株)・三原警察署、府中市の北川

精機(株)・(株)ニチマンを調査しまし

た。

一般質問 柿本忠則議員（東区） 

○ 付添い入院の環境整備について

○ 低出生体重児の実態把握

○ 母乳バンクの登録推進について

○ リトルベビーハンドブックの利活

用について

○ 地区防災計画策定の推進

○ インバウンド戦略における宿泊税

の活用について

○ 芸備線の実証事業の状況

○ 広島高速５号線について  など

 詳しくは、広島県議会のホームページ https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/gikai/ をご覧下さい。
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